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Ⅰ． はじめに  
 3 歳 児 の頃 は、社 会 性 やこ とばの発 達 がめざましい時 期 です。また日 常
の生 活 活 動 の中 心 が家 庭 内 から集 団 保 育 の場 へ と移 行 する時 期 でも
あります 。 この時 期 に難 聴 がある と 、 こ とば を習 得 するこ とが困 難 になり ます 。
3 歳 児 健 康 診 査 は就 学 前 におこなわれる最 後 の健 康 診 査 であり 、聞 こ
えについての確 認 が重 要 です。  
 
Ⅱ． 目 標  
 両 側 高 度 難 聴 お よ び 両 側 中 等
度 難 聴 の発 見 が目 標 です 。 こ と ば の
習 得 に 遅 れ を も た ら す 難 聴 を 発 見
し、就 学 時 のこ とばの遅 れを予 防 ある
いは軽 減 するこ と を目 指 します。  
 
Ⅲ． 聞 こえの確 認 方 法  
 聞 こえの確 認 方 法 は、 「 1． お子 さ
ん の 耳 に 関 す る ア ン ケ ー ト （ 質 問
票 ） 」 と 、 「  2． 保 護 者 がおこな う絵 シートによるさ さやき声 検 査 （ 保 護
者 による聴 覚 自 己 検 査 ） 」 に分 けられます。  
 3 歳 児 健 康 診 査 の実 施 に先 立 ち、各 家 庭 にお子 さんの耳 に関 するアン
ケート と保 護 者 がおこなう絵 シートによるさ さやき声 検 査 の各 用 紙 が郵 送 さ
れます 。保 護 者 は、同 封 された説 明 書 を読 んでアンケー トお よび さ さやき声
検 査 の用 紙 に記 入 し、 3 歳 児 健 康 診 査 時 に提 出 します。  
 以 下 、聞 こえの確 認 方 法 を具 体 的 に示 します。  
 
                     
 
 
 

 

3 歳時健康診査における聞 こえの確認  
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1． お子 さんの耳 に関 するアンケート  
  
お子 さんについて、あてはまる ところを○で囲 んでく ださい。  
 

1 )  家 族 、親 戚 の方 に、小 さいときから耳 の聞 こ
えにく い方 ・ 聞 こえない方 がいますか。  

はい  いいえ  

2 )  中 耳 炎 に何 回 か、かかったこ とがありますか。  はい  いいえ  

3 )  ふだん鼻 づまり 、鼻 汁 をだす、口 で息 をしてい
る、の  どれかがありますか。  

はい  いいえ  

4 )  呼 んで返 事 をしなかったり 、聞 き返 したり 、テ
レビの音 を大 きく するなど 、聞 こえにく いと思 う
ときがありますか。  

はい  いいえ  

5 )  保 育 所 の保 育 士 など、お子 さんに接 する人
から、聞 こえにく いといわれたこ とがあ りますか。  

はい  いいえ  

6 )  話 しこ とばについて、遅 れている、発 音 がおか
しいなど、気 になるこ とがありますか。  

はい  いいえ  

7 )  あなたの言 うこ とばの意 味 が、動 作 などを加
えないと伝 わらないこ とがありますか。  

はい  いいえ  
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2． 保 護 者 がおこなう絵 シートによるささやき声 検 査  
 
＜ 検 査 の方 法 ＞  

1） 絵 を子 どもの方 向 に向 けて置 き、１ ｍ 位 離 れ向 い合 い座 ります。  
2） 「 こ の 絵 の名 前 を言 う か ら 、 お 母 （ 父 ） さ ん が言 っ た 絵 を指 さ し て
ね 。 」 と子 ど も に言 っ て 、普 通 の声 （ 会 話 をする時 の声 ） で 、絵 シー
トの表 示 した絵 の名 前 を言 い、子 どもが６ 個 の絵 をすべて正 しく させる
ようにします。  

3） 「 今 度 は小 さな声 で絵 の名 前 を言 うから 、よく 聞 いて、指 さしてね。 」
と子 ど も に言 っ て 、口 元 を手 な どで隠 し 、６ 個 の絵 の名 前 を 、 さ さやき
声 で１ 回 ずつ言 い、正 しく させれば下 の表 に○、正 しく させなければ×を
記 入 します。  

 
  いぬ     く つ     かさ     ぞう     ねこ     いす     
 
 

 
    

         
          

 

検 査 の注 意 事 項  
絵 の 名 前 を 言 う の は １ 回 だ け で

す 。 聞 き 返 さ れ て も 、 繰 り 返 し 言 わ

ない でく だ さい 。 ま た 、 さ さ や き声 が大

きく ならないよ う に注 意 してく だ さい 。  

 

“ さ さやき声 の出 し方 ”  

さ さやき声 は、息 を出 すだけの感 じで、

ないし ょ話 のようにさ さやきます 。普 通 の

声 は、の ど（ のどぼとけ） に手 をあてた

とき 、指 に振 動 が感 じ られますが、ない

し ょ話 のようにさ さやく と振 動 は感 じませ

ん。この状 態 が “ さ さやき声 ”です 。  
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Ⅳ． 判 定 方 法 とその後 の方 針  
前 項 の 「 Ⅲ． 聞 こ え の確 認 方 法 」 に つ い て 、 判 定 方 法 と そ の後 の方

針 は以 下 の通 りです。  
1． 「 1． お子 さんの耳 に関 する アンケー ト 」 は 、 1） ～ 3） の参 考 項 目 と 、

4） ～ 7） の重 要 項 目 に分 けられます。参 考 項 目 １ ） ～ ３ ） および
重 要 項 目 4） ～ 7） がすべて 「 いいえ 」 に○の場 合 、あるいは参 考 項
目 1） ～ 3） のいずれか 1 項 目 以 上 「 はい 」 に○、かつ重 要 項 目 4）
～ 7） がすべて 「 い い え 」 に○の場 合 は 、 「 ２ ． 保 護 者 がお こな う絵 シ
ートによるささやき声 検 査 」 の結 果 を確 認 してく ださい。  

1） 絵 シートの 6 個 の絵 のうち、○が 5 個 以 上 ある場 合 はパスと します。  
2） 絵 シートの 6 個 の絵 のうち、○が 4 個 以 下 の場 合 は精 密 検 査 にまわ

してく ださい。  
2． 「 1． お子 さんの耳 に関 するアンケート 」 の重 要 項 目 4） ～ 7） のいず
れか 1 項 目 以 上 「 はい 」 に○がある場 合 は、参 考 項 目 1） ～ 3） およ
び 「 2． 保 護 者 がおこな う絵 シートによる さ さやき声 検 査 」 の結 果 にかか
わらず精 密 検 査 にまわしてく ださい。  

以 下 、判 定 方 法 とその後 の方 針 をフローチャートで示 します。  

 

１ ． 耳 に 関 す る ア ン ケ ー ト  
参 考 項 目 １ ） ～ ３ ）   

い ず れ か 1 つ 以 上 「 は い 」 に ○  
重 要 項 目 ４ ） ～ ７ ）   
す べ て 「 い い え 」 に ○  

２ ． さ さ や き 声 検 査  
6個 の絵 の う ち ○ が 5 個 以 上  

精 密 検 査 へ  パス  

１ ． 耳 に 関 す る ア ン ケ ー ト  
参 考 項 目 １ ） ～ ３ ）   
す べ て 「 い い え 」 に ○  

重 要 項 目 ４ ） ～ ７ ）   
す べ て 「 い い え 」 に ○  

は い  

は い  い い え  

い い え  

は い  い い え  
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Ⅴ． 精 密 検 査  
 3 歳 児 は、成 人 に対 して行 う聴 力 検 査 がまだ出 来 ないため、幼 児 用 の
聴 力 検 査 を行 います 。 これに電 気 生 理 学 的 な他 覚 的 聴 力 検 査 を組 み
合 わせて、総 合 的 に難 聴 の有 無 や程 度 を判 断 します。  
 
Ⅵ． 難 聴 を見 逃 さないためのポイント  
1． 保 護 者 の訴 えがあれば 、 “ 様 子 をみ ま し ょ う ” と の対 応 を しな いで精 密

検 査 にまわしてく ださい。  
保 護 者 が聞 こ えや こ と ば に つい て心 配 してい る場 合 は 、難 聴 の可 能

性 があるため、精 密 検 査 で聴 力 を確 認 するこ とが重 要 です。  
2． 新 生 児 聴 覚 スク リーニングをパスしていても、もう一 度 聞 こえの確 認 をし

てく ださい。  
新 生 児 聴 覚 スク リ ー ニ ン グ をパスしていても 、 その後 難 聴 が生 じる こ と

があります。聞 こえの確 認 項 目 で再 度 聞 こえをチェ ッ ク してく ださい。  
3． 発 達 の問 題 と考 えられるお子 さんも、聞 こえの確 認 が必 要 です。  
   発 達 に問 題 がある と考 えられるお子 さんと 、難 聴 のお子 さんでは、コ ミ ュ
ニ ケーショ ンの と り にく さ や こ と ばの発 達 の遅 れな ど 、類 似 した点 があ り ます 。
ま た 、発 達 の問 題 と難 聴 が合 併 して い る こ と も あ り ま す 。 そ の後 の療 育
方 針 を考 え る ため に 、聞 こ え の確 認 項 目 をチ ェ ッ ク し 、異 常 があれば判
定 基 準 に従 い精 密 検 査 にまわすこ とが大 切 です。  

4． 中 耳 炎 を繰 り返 すお子 さんも、聞 こえの確 認 が必 要 です。  
   中 耳 炎 を繰 り返 し 、聞 こえにく い状 態 が続 く と、 コ ミ ュ ニケーショ ンやこ と
ば の発 達 に支 障 を来 たす こ と が あ り ま す 。 ま た感 音 難 聴 に中 耳 炎 を合
併 している場 合 は、中 耳 炎 が改 善 しても聞 こえにく い状 況 が持 続 します。
聞 こえの確 認 項 目 に異 常 があれば、判 定 基 準 に従 い精 密 検 査 にまわ
してく ださい。  
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